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1. 平成31年3月期第3四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第3四半期 6,442 △6.5 571 △30.2 568 △30.8 380 △29.3

30年3月期第3四半期 6,891 16.7 817 45.2 820 47.2 538 49.8

（注）包括利益 31年3月期第3四半期　　296百万円 （△51.0％） 30年3月期第3四半期　　604百万円 （48.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第3四半期 69.89 ―

30年3月期第3四半期 98.85 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第3四半期 7,859 4,699 59.8

30年3月期 8,386 4,631 55.2

（参考）自己資本 31年3月期第3四半期 4,699百万円 30年3月期 4,631百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 16.00 ― 23.00 39.00

31年3月期 ― 19.00 ―

31年3月期（予想） 20.00 39.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

　平成31年３月期は、中長期経営計画として掲げた「倍増計画」達成のための重要な連結会計年度と位置付けており、持続的な成長のための投資や体制
強化にも注力しております。一方、当社グループを取り巻く環境には依然として様々な不確定要素が混在していることにより、引き続き当連結会計年度の
業績予想数値につきましては公表を控えさせていただきます。なお、当該理由等は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」に記載しております。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期3Q 5,500,000 株 30年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期3Q 51,381 株 30年3月期 51,371 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期3Q 5,448,626 株 30年3月期3Q 5,448,642 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提とな
る条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国と中国との間の貿易摩擦による世界経済への影響や中国経済

の減速、また、不安定な欧州情勢等、様々な要因によって下振れリスクが高まる先行き不透明な状況が続いておりま

す。一方、わが国経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善等を背景に、国内の設備投資は堅調に推移いたしました

が、米中貿易摩擦の影響や地政学的リスクの高まり等によって、製造業等の企業業績への悪影響が顕著化しつつあり

ます。

このような状況のもと、当社ではＦＡ装置（ＦＡ：Factory Automation/「自動化・省力化装置」をいう。）及びロ

ボット関連機器等に使用される主力製品「アルファフレームシステム」の売上高が順調に推移しており、また、ＦＡ

装置において、国内外の自動車部品製造企業向け洗浄装置や検査装置、ＦＰＤ製造関連企業向けの大型カスタムクリ

ーンブース等の受注を堅調に確保いたしました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、6,442百万円と前年同四半期と比べ448百万円（6.5％）の減収、

営業利益は、571百万円と前年同四半期と比べ246百万円（30.2％）の減益、経常利益は568百万円と前年同四半期と比

べ252百万円（30.8％）の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、380百万円と前年同四半期と比べ157百万円

（29.3％）の減益となりました。

なお、2018年６月18日及び2019年９月28日に「固定資産の取得に関するお知らせ」として公表した2019年９月完成

予定の新愛知事業所（仮称）については、開設に向けて計画通り順調に進めております。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

[アルファフレーム部門]

アルファフレーム部門におきましては、設計サポートサービス「カクチャTM」及び組立作業の省力化を可能とする

「マーキングシステムTM」を活用し、アルミニウム合金製構造材の付加価値を高めることで、競合他社と差別化を図

る提案営業を引き続き展開いたしました。

ロボットを含む一般のＦＡ設備に対して継続的な投資がなされていることから、一般顧客向けの販売が好調に推

移し、特に「カクチャTM」及び「マーキングシステムTM」を活用した案件の売上高は継続的に伸長しております。一

方、ＦＰＤ製造設備関連企業からの受注は、高水準であった前連結会計年度の反動等の影響があり、全体の売上高

は前年同四半期を下回る状況となりました。

この結果、当部門の売上高は3,964百万円（前年同四半期比93.5％）となりました。

[装置部門]

装置部門におきましては、引き続き当社グループの技術力を活かした質の高いＦＡ装置の提案活動を推進いたし

ました。

自動車部品製造企業向け設備として、洗浄装置及び検査装置を中心に継続的な受注確保に加え、組立ラインの受

注も確保し、ＦＡ装置関連の売上高が伸長いたしました。また、ＦＰＤ業界向けクリーンブースの受注も順調に推

移し、売上高の伸長に寄与いたしました。

この結果、当部門の売上高は1,659百万円（前年同四半期比103.7％）となりました。

[商事部門]

商事部門におきましては、工業用砥石、油脂類等の消耗品関係及び工具関係等の受注を、前連結会計年度と同程

度の水準で確保いたしました。

機械設備関係については、旺盛な需要が続く機械メーカーの納期の長期化等によって、売上計上時期が第４四半

期又は来期へずれ込むという影響もあり、全体の売上高は好調であった前年同四半期を下回る状況となりました。

この結果、当部門の売上高は818百万円（前年同四半期比78.1％）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

① 資産・負債・ 純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前期末と比べ526百万円減少し、7,859百万円となりました。こ

れは主に、受取手形及び売掛金が188百万円増加した一方で、現金及び預金が76百万円、電子記録債権が392百万円、

仕掛品が151百万円、それぞれ減少したことなどによります。

負債は前期末と比べ594百万円減少し、3,160百万円となりました。これは主に、短期借入金が100百万円増加した

一方で、支払手形及び買掛金が518百万円、未払法人税等が177百万円、それぞれ減少したことなどによります。

純資産は、前期末と比べ67百万円増加し、4,699百万円となりました。これは主に、配当金の支払い228百万円が

あったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上380百万円があったことにより、利益剰余金が151百万円

増加したことや、その他有価証券評価差額金の減少84百万円があったことなどによります。

② キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前期末と比べ76

百万円減少し、469百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期間の407百万円のキャッシュ・インに対し、209百万円のキャッ

シュ・インとなりました。これは税金等調整前四半期純利益の計上による資金の増加568百万円や売上債権の減少に

よる資金の増加205百万円ならびにたな卸資産の減少による資金の増加136百万円などの資金の増加があった一方で、

仕入債務の減少による資金の減少519百万円や法人税等の支払いによる資金の減少339百万円があったことなどが主

な要因であります。

投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期間の786百万円のキャッシュ・アウトに対し、118百万円のキャ

ッシュ・アウトとなりました。これは有形固定資産の取得による支出が99百万円あったことなどが主な要因であり

ます。

財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期間の610百万円のキャッシュ・インに対し、166百万円のキャッ

シュ・アウトとなりました。これは短期借入金の純増額が100百万円あった一方で、長期借入金の返済による支出が

38百万円、配当金の支払いによる支出が228百万円あったことなどが主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2019年（平成31年）３月期は、前連結会計年度まで非常に好調であったＦＰＤ製造企業の設備投資がその反動等に

よって低調な状況となっておりますが、近い将来には次世代型ＦＰＤの需要が高まり、回復すると推測しておりま

す。当社グループとしては、このような状況による業績への影響を最小限とすべく、装置部門の営業及び生産体制の

強化と、設備投資が活発な業界をターゲットとするＦＡ装置の受注拡大への取り組みを、着実に実行しております。

また、アルファフレーム部門におきましても、社内業務の効率化を図るとともに、地域企業とのアライアンスを強

化し、お客様の多様なニーズにお応えできる生産・出荷体制を構築しております。

このように、中長期経営計画として掲げた「倍増計画」達成のため、2019年（平成31年）３月期は重要な連結会計

年度と位置付けており、持続的な成長のための投資や体制強化に注力しております。具体的には、前連結会計年度に

おいて新たな生産拠点としてアルファフレーム北関東（埼玉県）と立山事業所（富山県）の２拠点を開設し、さらに

2018年９月には、愛知県清須市内に新工場建設用地の取得と建設を決定いたしました。当該新工場は2019年９月に完

成予定であり、ＦＡ装置の製作のみならずアルファフレームシステムの出荷業務も行うことを計画しております。

以上のように当社グループは、業容拡大施策を推進・展開しておりますが、当連結会計年度において当社グループ

を取り巻く環境としては、依然として不透明感を払拭できない状況であり、様々な不確定要素が混在していることに

より、引き続き当連結会計年度の業績予想数値につきましては公表を控えさせていただきます。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 545,329 469,176

受取手形及び売掛金 1,350,022 1,538,488

電子記録債権 1,964,198 1,571,492

商品及び製品 324,135 311,265

仕掛品 860,629 709,403

原材料及び貯蔵品 421,928 449,663

その他 40,848 36,695

貸倒引当金 △320 △320

流動資産合計 5,506,772 5,085,865

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,558,557 2,572,898

減価償却累計額 △1,176,729 △1,236,669

建物及び構築物（純額） 1,381,828 1,336,229

土地 407,412 407,412

その他 863,481 908,233

減価償却累計額 △577,973 △588,347

その他（純額） 285,508 319,886

有形固定資産合計 2,074,749 2,063,529

無形固定資産

その他 47,076 51,526

無形固定資産合計 47,076 51,526

投資その他の資産

その他 759,273 660,278

貸倒引当金 △1,650 △1,650

投資その他の資産合計 757,623 658,628

固定資産合計 2,879,450 2,773,684

資産合計 8,386,222 7,859,550
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,304,228 786,160

電子記録債務 956,177 955,250

短期借入金 － 100,000

1年内返済予定の長期借入金 76,000 76,000

未払法人税等 188,382 11,185

賞与引当金 82,320 42,600

製品保証引当金 1,854 1,855

その他 220,694 298,187

流動負債合計 2,829,656 2,271,239

固定負債

長期借入金 646,000 608,000

退職給付に係る負債 193,927 200,792

その他 84,804 80,196

固定負債合計 924,731 888,988

負債合計 3,754,388 3,160,227

純資産の部

株主資本

資本金 156,100 156,100

資本剰余金 145,608 145,608

利益剰余金 4,227,201 4,379,180

自己株式 △34,723 △34,735

株主資本合計 4,494,186 4,646,154

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 120,618 35,821

為替換算調整勘定 16,618 17,007

その他の包括利益累計額合計 137,237 52,828

非支配株主持分 410 339

純資産合計 4,631,834 4,699,322

負債純資産合計 8,386,222 7,859,550
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 6,891,135 6,442,365

売上原価 5,138,734 4,937,919

売上総利益 1,752,401 1,504,445

販売費及び一般管理費 934,643 933,355

営業利益 817,757 571,090

営業外収益

仕入割引 5,678 4,102

その他 1,647 2,349

営業外収益合計 7,326 6,452

営業外費用

支払利息 2,693 5,209

固定資産売却損 － 1,728

手形売却損 100 －

電子記録債権売却損 56 92

為替差損 1,490 1,014

その他 54 1,255

営業外費用合計 4,394 9,300

経常利益 820,689 568,241

税金等調整前四半期純利益 820,689 568,241

法人税、住民税及び事業税 270,224 168,306

法人税等調整額 11,891 19,185

法人税等合計 282,116 187,491

四半期純利益 538,572 380,750

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △60 △71

親会社株主に帰属する四半期純利益 538,632 380,822
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 538,572 380,750

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 58,578 △84,797

為替換算調整勘定 7,634 389

その他の包括利益合計 66,212 △84,408

四半期包括利益 604,785 296,341

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 604,834 296,413

非支配株主に係る四半期包括利益 △49 △71
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 820,689 568,241

減価償却費 130,712 131,721

貸倒引当金の増減額（△は減少） △166 0

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,407 △39,719

製品保証引当金の増減額（△は減少） 104 1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,638 6,865

受取利息及び受取配当金 △456 △1,244

支払利息及び手形売却損 2,850 5,302

売上債権の増減額（△は増加） 91,444 205,353

たな卸資産の増減額（△は増加） △595,123 136,497

仕入債務の増減額（△は減少） 450,475 △519,036

未払消費税等の増減額（△は減少） △78,890 80,640

為替差損益（△は益） △2 1,629

その他 △46,153 △23,277

小計 762,435 552,977

利息及び配当金の受取額 263 948

利息の支払額 △2,850 △5,302

法人税等の支払額 △352,446 △339,116

営業活動によるキャッシュ・フロー 407,403 209,506

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △780,242 △99,655

無形固定資産の取得による支出 △880 △13,350

投資有価証券の取得による支出 △3,600 △3,600

その他 △1,904 △1,443

投資活動によるキャッシュ・フロー △786,626 △118,050

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 100,000

長期借入れによる収入 660,000 －

長期借入金の返済による支出 － △38,000

自己株式の取得による支出 △193 △11

配当金の支払額 △249,422 △228,083

財務活動によるキャッシュ・フロー 610,383 △166,095

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,583 △1,514

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 233,743 △76,153

現金及び現金同等物の期首残高 308,801 545,329

現金及び現金同等物の四半期末残高 542,545 469,176
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日）

該当事項はありません。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
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３．その他

（１）受注及び販売の状況

① 受注実績

当第３四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント名称 受注高（千円）
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

アルファフレーム部門 3,533,726 83.9 1,219,994 75.2

装置部門 1,586,967 110.5 534,894 134.2

商事部門 1,134,495 83.0 528,428 113.9

合計 6,255,189 89.2 2,283,317 91.9

(注）上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。

② 販売実績

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメント名称 販売高（千円） 前年同四半期比(％)

アルファフレーム部門 3,964,968 93.5

装置部門 1,659,036 103.7

商事部門 818,361 78.1

合計 6,442,365 93.5

(注）上記の金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。
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